
東北農業研究（Tohoku Agric．Res．）40．　91－92（1987）

水田土壌の有効態珪酸の測定法
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1　日　　　　　的

水田土壌の有効態珪酸を従来のpH4酢酸法で測定する

と，珪酸資材が施用されている場合測定値が過大になり，

水稲の珪酸吸収との間の相関が低くなるため，土壌を湛水

培養して得られる上澄液中の珪散を測定する方法について

検討してきた。更に，その測定法による有効態珪酸含量と

水稲の珪酸吸収との関係を明らかにしようとした。

2　試　験　方　法

堆厩肥，稲わら，珪カルなど珪散を含む有機物，資材の

施用来歴の異なる水田（大曲周辺農家水田及び東北農式場

内水田から55サンプル，土壌の種類は主に灰色低地土，他

にグライ土．多湿黒ポク土）における水稲移植後1か月こ

ろの作土を取り，各種測定法（pH4酢酸法，土壌溶液法，

上澄液法）によって水田土壌の有効態珪酸含量を測定し，

水稲の珪散吸収との関係について検討した。

日）各種測定法の概要

①pH4酢酸法：風乾細土を常法にて測定した。

⑧土壌溶液法：生土から遠心分離（pF3）して得られ

る土壌溶液中の珪酸を奥円らの比色法2）によって測定した。

⑧上澄液法：土壌（ここでは生土供試）を湛水培養し

得られる上意液中の珪教を奥田らの比色法によって測定した。

t2）上澄液法の留意点

上意液法については図1に測定手順を示す。培養ぴんに

直径30孤，長さ1101■の試験管を用いると供試した土壌で

t嶋と水との比か約1：lに，1た1乍11の吊

かできるJこけ少左くuるように減作する

JOC4W静Pり書轟

・1、

liOnl甘付近

モリブデンl’l

1ヌ長持rt月牧び24叫I：紬仰こよ嶋田をhとう

し．卜増と1こ虐膿をよく反せるする

開け織■1uの伏J虞をよ1．1く比色に

仰する

供J慮■l■に増徴か多叫に（‘在する場合．カ・チ

オン変換鵬脈によって　■＿儀仇を怜ム

図日　上澄液法の測定手順

は乾土換算で約12gであった。この方法では蒸潜水を使っ

て培養しているため，土壌が上澄液中に分散しやすい。し

たがって，場合lこよっては培養終了間近の試験管の振とう

後の静置時間を十分にとらなければ比色に供試することの

できる透明な上澄液が得られないことがあるが，48時間程

度静置すれば概ね3d：以内（発色時の溶液量25m）ならば

問題はなかった。また．比色によって珪酸濃度を測定する

場合，今泉らの方法1）（pH4酢酸法における珪酸の比色

法）では常にカチオン交換樹脂（アンパーライトIR－120

を1g添加し，30分バッチ法で反応させる）などによる

Fe2十の除去をしなければならないが．奥田らの方法2）では燐

酸濃度が高い場合（発色段階で2卿以上）のみ対応すればよ

い。この比色法の感度においては供試液は3，d以内で十分

で，発色段階の希釈率を考えあわせれば，通常上意液中の

燐酸濃度が問題になる土壌はほとんどない。

表1奥田らの珪酸比色法における燐酸，二価鉄
の共存による妨害

燐 酸 濃 度

（P 2 0 5 伊 ）

比 色 管 内

み か け の 珪 酸 濃 度

（ S i O 2 臍 ）

0 ．0 0 ＊ 2 ．0 0 ＊ 4 ．0 0 ＊

0 ．1 0 ．0 0 2 ．0 0 4 ．0 0

0 ．5 0 ．0 1 2 ．0 1 4 ．0 2

1 ．0 0 ．0 3 2 ．0 3 4 ．0 3

2 ．0 0 ．0 6 2 ．0 6 4 ．06

5 ．0 0 ．23 2 ．18 4 ．20

10 ．0 0 ．4 3 2 ．40 4 ．3 7

注」＊印は実際の珪酸濃度

共存二価鉄の濃度は20臍

3　試験結果及び考察

大曲周辺農家及び東北農試場内の水田土壌（55サンプル）

の有効態珪酸含量の度数分布を見ると，pH4酢酸法では珪

酸資材の施用歴ではば二分され，資材の多投では著しく高

い値になった。従来の珪酸資材の安否判定基準によれば，

13呼／100g土壌（以下，「／100g土壌」を省略）以上

では珪酸資材の投入は不要とされている1）が，過去珪酸資
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材の施用歴があると，それがたとえ最近数年間には珪酸資

材の投入がなされていない場合でも13喝以上になることが

ほとんどで，新たIこ珪酸資材の施用がなされればその効果

が十分に認められることが多い。一方，上澄液法では資材

の施用歴がない場合でも高い値になる土壌もあり，逆に過

去に珪酸資材の施用歴があっても低くとどまることが多く，

資材の施用歴に大きく左右されなかった。更に，珪酸を含

む有機物（堆肥や稲わら）の施用歴のある土壌では無施用

の土壌に比べて測定値が高まった。また，土壌溶液法では

上澄液法とよく似た傾向にあったが，測定値が上燈液法に
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）

比べてやや低くなった。

各種測定法間の関係を見ると，上燈液法と土壌溶液法と

の間には高い相関関係が認められたが，pH4酢酸法との相

関はどちらの方法とも低かった。これは珪酸資材に対する

評価がpH4酢酸法で異常に高いことが一つの原因と考えら

れる。

各種方法によって測定された土壌の有効態珪酸含量と水

稲の珪酸含有率との関係を見ると．pH4酢酸法では相関が

低いものの，上澄液法及び土壌溶液法では高い相関関係が

認められた。土壌をサンプリングした時期（水稲移植後1
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図2　大曲周辺農家と東北農試場内の水田土壌の有効態珪酸

衰2　各種有効態珪酸聞及び水稲の珪酸含有率との関係

測 定 法
有　 効　 態　 珪　 酸 水 稲 の 珪 酸 含 有 率

上 澄 液 法 土壌溶液法 p H 4 酢酸法 穂揃期止葉 穂揃期茎葉 成熟期 茎葉

上 澄 液 法 0．843 0．139 0．7 10 0．730 0．590

土 壌 溶 液 法 0．339 0．7 39 0．748 0．617

p H 4 酢酸法 0．4 17 仇503 0．499

同 対 数 変 換 0，49 2 0．599 0．493

か月ころ，分けつ盛期）における水稲の珪酸吸収はまだそ

れほど盛んでなく，水稲の珪酸含有率と土壌の有効態珪酸

含量との相関はそれほど高くなかった。また，成熟期にお

いても相関が低くなった。これは，穂揃期以降には水稲の

珪酸吸収の多少ばかりでなく，炭水化物の転流の良否が水

稲茎葉の珪酸含有率に影響を及ぼすためと考えられる。こ

れに対し仁穂揃期の水稲珪酸含有率が土壌の有効態珪酸含

量との相関が最も高くなった。それは，水稲の珪酸吸収が

幼穂形成期から穂揃期にかけて最も盛んになるためと考え

られる。またこの時期の水稲の珪酸含有率は穂いもちとの

関係から見ても重要と考えられる。したがって，これまで

は土壌の有効態珪酸含量と水稲の成熟期の珪酸含有率（茎

彙）との関係を見てきたが，穂揃期の珪酸含有率との関係

を見るのが適切と考えられる。

さて，この地域でいもち病にかかりにくいとされている

水稲の珪酸含有率は穂揃期の糞身で8％3）で，茎葉では6

％強となる。したがって．穂揃期茎菱の珪酸含有率yは上

澄液法による土壌の有効態珪酸含量Ⅹ）との回帰式（1）によれば

y＝0．135Ⅹ＋3．38………（1）

上意液法による有効態珪酸含量は少なくとも20肝唾が必要

となる。
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